
「カーボンニュートラル地域モデル処理場計画（大淀処理場）」 の登録 

1．「カーボンニュートラル地域モデル処理場計画」とは
　　カーボンニュートラルの実現に向け、下水処理場における省エネルギー、創エネルギー等の導　
　　入を行う計画を国土交通省が登録する制度

2．登録の効果
　　計画に位置付けられた事業に対して、国土交通省による重点的な財政支援が受けられる　　　

3．計画の概要
 対象施設：大淀処理場
 主要事業：省エネ設備導入（ポンプの高効率化、照明LED化等）
　　　　　　　　　　創エネ設備導入（肥料･燃料化施設、太陽光発電設備等）

4．登録証授与式（令和6年2月9日開催）

〔左〕宮崎市上下水道局　 下郡局長
〔右〕国土交通省下水道部 松原部長
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大淀処理場

宮崎県宮崎市の大淀処理場において 「2050年ゼロカ
ーボンシティみやざき」の実現に向け、省エネ技術及
び創エネ設備（肥料･燃料化施設、太陽光発電）の整
備や地域バイオマス活用による下水汚泥の更なる有
効活用を図り、CNを推進する。

宮崎市（大淀処理場）ＣＮ処理場計画

平面図

●管理本館の照明設備LED化
●主ポンプ更新 (電動機の高効率化)
●反応タンク設備(散気装置)の更新

航空写真

肥料･燃料化施設

し尿受入前処理施設

宮崎市

事業箇所

散気装置イメージ

●肥料･燃料化施設の整備
  既設焼却設備を廃止し、下水汚泥を乾燥処理
  乾燥肥料･固形燃料として有効利用を図る

●太陽光発電設備の導入
●EV(電気自動車)の導入
  災害時にマンホールポンプ場や
  避難所等へ電力供給 (地域レジリエンス強化)　　　　　　　

乾燥肥料 「てげいい土」（本市製造販売） 太陽光発電設備イメージ

肥料・燃料化 太陽光・EV
省エネ設備導入創エネ設備導入

●地域バイオマスの受入
（し尿受入前処理施設の整備）

●消化ガス発電量の増加

消化ガス発電設備

地域バイオマス活用

※導入効果…消費電力量：約22％削減、創エネルギー量：約580％増加




